
















庄 司 匡 宏＊＊
＊ 本稿の研究は，科学研究費補助金若手研究 (B)２２７３０２３５「途上国のマクロ
ショックに対するセーフティネットの課題」の補助を受けている。また，本研
究における実証分析は，国際食糧政策研究所 (International Food Policy Re-

























ぼす経済，社会への影響を指摘してきた (Kahn 2005, Kellenberg and Mobarak
2008, Noy 2009, Strobl 2011; Stromberg 2007, Toya and Skidmore 2007, Yang
2008)。とりわけ途上国においては，災害による影響が深刻化，長期化す













2005; Meng et al. 2011)。そのため経済，社会に及ぼす影響も一層深刻なも
のとなりかねない。実際，マクロデータを用いた多くの実証研究からも，













(Jallan and Ravallion, 2000)。一時的貧困の緩和には，保険，信用市場を整備
し，人々の消費平準化能力を改善する必要がある４）。第二に，一時的貧困
は世界の貧困者の中でも多くの割合を占めている (Jalan and Ravallion, 1998)。
そして第三に，一時的貧困が持続的に影響し，慢性的貧困を引き起こす可
能性もある (Banerjee et al. 2010, Dercon 2004, Hoddinott 2006, Jacoby and















































取ることが，多くの事例で観測されている (Besley, 1995; Fafchamps, 1999;
Fafchamps and Gubert, 2007a; 2007b; Fafchamps and Lund, 2003; Kazianga 2006;
Morduch, 1999; Platteau and Abraham, 1987; Udry, 1994)。この少額ローンは準
信用 (quasi credit) と呼ばれ，頻繁に用いられている。このようなコミュニ
ティメンバー同士の相互扶助は，所得変動リスクのみならず疾病リスクや
(Asfaw and Braun, 2004; Dercon and Krishnan, 2000; De Weerdt and Decron, 2006;











選好を持っており，生涯得られる期待効用水準 (expected life-time utility),
EU i    t 0  t   s 1S s U (ctsi )
を最大化すると仮定する。ここで は時間選好を表す。s , ctsi は，それ
















0 i 1i  i  1 は家計間の資源分配率を示すウェイトである。
この最大化問題から得られる一階条件は， its U(ctsi )ts  0 it




i  logy ts 1(log i log )
ここで yts  i ytsiN である。
つまり，相互扶助メカニズムが十分に機能し，効率的な資源配分が実現
していれば，家計の消費は常にコミュニティ全体の資源に依存し，個人の
所得水準は影響しないことになる。つまり，特異的ショック (yit y t )が
消費へもたらす影響は完全に断ち切られるはずである (Townsend, 1994;
1995)。この理論仮説をもとに，効率的消費計画（フルリスクシェア）がど
の程度達成されているかをテストするため，Townsend (1994; 1995) をは




７） CRRA 型効用関数：u (x ) x 11，ここでは相対的危険回避度。




ルリスクシェア仮説の棄却を意味している (Cochrane 1991, Dercon and Kri-
shnan 2000; 2003, Gertler and Gruber 2002, Grimard 1997, Mace 1991, Ravallion
and Chaudhuri 1997, Townsend 1994; 1995)。
この部分的リスクシェアの要因として考えられているのが，コミットメ
ント制約 (Coate and Ravallion 1993; Kimball 1988; Kocherlakota 1996)，情報の
非対称性 (Attanasio and Pavoni 2011; Kinnan 2010; Ligon 1998)，ネットワーク
形成における外部性の存在 (Bramoullié and Kranton 2007) である。これらの
問題が発生する場合，村落や部族，カーストのような大規模コミュニティ
でのフルリスクシェアは均衡として達成され難い (Genicot and Ray 2003,




Weerdt and Dercon 2006, Fafchamps and Gubert, 2007b; Fafchamps and Lund 2003,
Park 2006)。
相互扶助における非効率性を解消する上で有用と考えられるのが，社会
関係資本 (social capital) である (Carter and Maluccio 2003; Attanasio, Barr, Car-


















崩しがより重要な役割を果たした (Fafchamps et al., 1998)。Udry (1995)，




























































させる可能性があるからである。前述の Fafchamps, et al. (1998) や Udry




可能性もある (Carter et al., 2007; Dercon 1998; Hoddinott, 2006; Lybbert et al.
2004)。したがって，家計にとっては家畜資産の保有を平準化する誘因が
出る (Zimmerman and Carter, 2003)。しかし，災害時においても資産売却の









児童労働の増加が観測されており (Duryea and Arends-Kuenning, 2003)，
















































もあり，穀物生産に壊滅的被害を与えた (del Ninno, et al. 2001)。
本稿に用いるデータセットは，国際食糧政策研究所 (International Food
Policy Research Institute: IFPRI) が１９９８年の洪水後に７５７家計を無作為に抽
出し，収集した家計データである (del Ninno et al. 2001)。７５７家計をサンプ














































































































































のために，第２節で紹介した Townsend (1994) らによるフルリスクシェ
アテストをベースとした検証方法を用いる。ただし本稿では，消費変数と
して消費額ではなく，大人一人当たりのカロリー摂取量を用いる。家計は







まず分析のベンチマークとして，以下の式を推計する。 c it    yit XitZitit
ここで c it は家計 i の１９９８年雨期から１９９９年雨期にかけての大人一人
当たりカロリー摂取量の成長率， yit は一日当たり世帯労働所得の変化額，











































































































































































































































































































































































































に対して一層脆弱となる傾向がある（Datt and Hoogeveen 2003; Morduch,
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